
 

令和７年度志木市一般会計・特別会計決算の概要 

 

■ 一般会計 

＜決算規模＞ 

・歳入総額 ３２９億２，３１３万円【前年度：３０２億１，０５５万円（９．０％増）】 

・歳出総額 ３０９億１，３２８万円【前年度：２８２億７，３７２万円（９．３％増）】 

 

   ＜収支状況＞ 

・歳入歳出差引額  ２０億  ９８５万円【前年度：１９億３，６８３万円】 

・実質単年度収支額  △２億１，５５３万円【前年度： ３億４，８２０万円】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示単位未満を四捨五入しています。  

                              

記者発表資料 

一 般 会 計 決 算 の 特 徴 

 

○ 歳入は、国の定額減税の影響が概ね解消されたことにより、地方特例交付金が減となったも

のの、減税の影響解消及び納税義務者の増により個人市民税が増収となったことなどによ

り、前年度比２７億１，２５８万円の増となっています。 

 

○ 歳出は、消防団第３分団車庫新築工事費の皆減などにより、消防費が減となったものの、宗

岡中学校体育館大規模改修工事費や小・中学校 GIGA スクール用端末等購入費の皆増などに

より教育費が増となったことなどにより、前年度比２６億３，９５６万円の増となっていま

す。 

 

○ 実質単年度収支（財政調整基金の増減を控除した、当該年度の実質的な収支を把握する指標）

は、前年度比で約５億６千万円減の約２億２千万円のマイナス収支となりました。なお、財

政調整基金残高は、前年度から２億１，５８９万円減の２８億２，７４０万円となっており

ます。 

 

○ 財政構造の弾力性を表す経常収支比率は９４．４％で、前年度（９４．１％）より０．３ポ

イントの増となりました。 

 

○ 地方自治体の財政状況の健全度を示す健全化判断比率は、全ての指標（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）において基準値を大きく下回っており、

本市の財政状況が健全であることを示しています。 

 

○ 令和７年度末の市債残高は２２２億４，１１０万円で、前年度から１億３，６６１万円の減

となりました。なお、市民１人当たりの市債残高は２９万円となっています。 

資料２  



 

■ 特別会計                                                             

 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

国民健康保険特別会計 ６３億７７４万円 ６１億９，７７０万円 １億１，００４万円 

志木駅東口地下駐車場 

事 業 特 別 会 計 
６，２１６万円 ４，８３５万円 １，３８１万円 

介 護 保 険 特 別 会 計 ６１億８，３７９万円 ５９億６，９０５万円 ２億１，４７３万円 

後期高齢者医療特別会計 １３億９，１３２万円 １３億８，１３８万円 ９９４万円 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 

 

■企業会計                   （税抜） 

 水道事業会計 下水道事業会計 

収 益 １４億８１万円 １８億８，９００万円 

費 用 １３億６，０１９万円 １８億２，３６８万円 

経常損益 ４，０４３万円 ６，５３１万円 

特別損益 １９万円 ０円 

純 損 益 ４，０６３万円 ６，５３１万円 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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